初等科音楽と中等科音楽の学習内容の連携に関する考察―新学習指導要領における教材「カノン」の活用― by 森瀬 智子
初等科音楽と中等科音楽の学習内容の連携に関する考察 
―新学習指導要領における教材「カノン」の活用―
A Study on the Continuity of Music Teaching Materials 
in Elementary School and Junior High School 






















































4 小学校学習指導要領［音楽科］第1章総則 第１小学校教育の基本と教育課程の役割p．147． 































































































































































ある。「小学校指導要領 第2章 音楽科の内容構成」を参考に編成した。 
表３ 領域の観点別による音楽科の指導内容 





































































































































































































小学6年生  単元名『じゅんかんコードをもとにアドリブで遊ぼう』 
時 ねらい 
1時 ① コード（和音）の音から1音ずつ選んで音を鳴らすことができる。 
② コードの伴奏に合わせて選んで音を鳴らすことができる。 
2時 ① じゅんかんコードに合わせて旋律を弾くことができる。 
② コードを聴いて旋律のリズムを変えて演奏することができる。 
3時 ① アドリブ終わり方のリズムと音を考えることができる。 
② コード以外の音も使われることがあることを理解することができる。 
 
Ⅵ．おわりに 
小学校で児童が和音を学ぶ際に、経過音を用いた旋律を例示している単元があることを知っている中学校音楽科教
員は、コードを使って創作をする場合に、小学校で使われているのだから、経過音についてどのように扱い、次に発
展させればよいのかを考える。しかし、小学校の学習内容を知らない場合は、経過音を全く意識せずコード内の音の
みで創作をさせ、それ以外の可能性には全く触れずに単元を終わることになる。このことによって児童生徒がよく知
るJPOPと授業で扱う循環コードの乖離が生まれる。またその逆で、現行の『中学生の音楽2・3上』においてカノン
が掲載されていることを知らない小学校音楽科教員もいるであろう。知らなければ、この題材を使って中学校音楽科
でどのような授業が展開されているのか、小学校の習得事項にどのような内容が積み上げられるのか、ということに
考えは至らない。カノンは中学校では2年生もしくは3年生で扱われることが多い題材であるということを小学校教
員が知れば、題材としての扱いは変わってくる。例えば、近隣の中学校でカノンについての研究授業が行われると聞
けば参加してみたいと考えるであろうし、他の小学校はどのように中学校の学習につなげるために扱っているのか小
学校の教員のネットワークで尋ねてみよう、という考えも生まれる。これらのことから、小学校・中学校お互いの教
育内容を学習指導要領ベースのみではなく、その学校に関係している地域の学校に目を向けて情報収集することが必
要であるといえる。 
中学校音楽指導要領では小学校音楽指導要領では使われていない、音楽文化・音楽の多様性という言葉が使われて
いる。JPOPは現代の日本の音楽文化でもあるので、カノンを用いた循環コードを学習する際に、カノンコードを用い
たJPOPがたくさんあることを生徒に知らせ、このコードを使えば、その様な音楽を簡単に創れることを伝えることも
大切である。また、約340年前にドイツの作曲家パッヘルベルによって作られた曲のコード進行が現在世界中で使わ
れ、日本では現代の多くのヒット曲で使われていることを生徒が認識することは、学校で学習している音楽を近く感
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じ、音楽の広がりと普遍性を感じることにつながる。 
本論文では、小学校・中学校の教科書で扱われている「カノン」に絞って中学校と小学校でどのように連続する学
びを作ることができるのか、音楽づくり（創作）の学習内容から論じ、ねらいの試案を作成した。その他小学校・中
学校のどちらでも扱われた教材では「赤とんぼ」がある。昭和36年に小学校4年生の歌唱共通教材として扱われてい
た「赤とんぼ」は昭和46年から中学1年生の歌唱共通教材として扱われるようになり現在に至っているが、現在でも
小学校で扱われることの多い教材である。このような小学校と中学校で扱われる曲の楽曲分析をし、過去の学習内容
を新指導要領の考え方から検討し、新指導要領の求める児童・生徒の力を育むことのできる連続する学びのできる学
習計画と内容を提案していきたい。 
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